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 細胞間すべりによって大変形が生じる『木質流動化現象』を世界で初めて発見。この現象を利用し

て各種塑性加工による賦形技術の開発を目指した基礎的・実用的研究を進めた結果、流動現象メ

カニズムの解明とともに低エネルギーで利用できる条件を導出し工業的利用技術の創出した。 

研究の概要 

○低炭素社会の実現     ○持続可能な社会の実現 

社会的背景・要求 

工業製品の代表 

国内自動車産業界でも天然由来資源適用に取組中・・ 
合成樹脂・金属代替  
  自動車軽量化 

欧州・北米では既に内装などに使用 環境負荷低減 

グリーン材料の創出 持続的利用可能資源の工業的利用技術 
石油を使わな
い材料の利用
も重要ですね。 



技術の優位性・新規性・独創性 
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単純に圧縮する 

のではなく、大きく変形
しているぞ！ 
  これはすごい！！ 

木材に樹脂をしみこ
ませた物や、粉にし
て固めたものは今ま
で使われていたね。 



木材および木質細胞の微細構造とヒエラルキー構造
と主要研究課題（①～⑤） 
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 身近にある木も
複雑な構造をし
ているな。 
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木の独特の特性や、質感、手
触りは僕らにはなじみが深い物。 

 色々な形にできれば従来使
われていなかった家電製品な
ど色々な物に変わるかも。 


